


1中野区みどりの基本計画の改定にあたって

中野区では、 平成21年8月に策定した「中野区みど

りの基本計画」 に基づいて、 中野四季の森公園をはじめ

とした防災機能を有する大規模公園の整備、 まちづくり

に伴う公開空地や壁面・屋上緑化の整備推進、 接道部緑

化助成による生け垣化の推進や緑化指導などの取り組み

を進めてきました。

この間、 地球温暖化による気候変動を受け、 相次ぐ大

規模災害が起こり、 都市部に暮らす私たちを取り巻く生

活環境にも影響が及んできています。 昨年を振り返ると、 夏には国内各地で過去最高気温を

更新する記録的な暑さに見舞われ、 西日本を中心とする豪雨災害では、 多くの被害が発生し

ました。 このような中で、 都市のヒ ー トアイランド現象の緩和、 生物の生息環境の形成、 レ

クリエ ー ジョンや憩いの場の提供、 防災性の向上など、 みどりの果たす役割や機能はこれま

でにも増して再認識されています。 また、 区内各地でまちづくりや公園整備の取り組みが大

きく進展しており、 さらにはみどりの基本計画の根拠法である「都市緑地法」 の改正など、

みどりを取り巻く国の政策も大きな転換がされることとなりました。

このような社会状況等の変化を踏まえ、 このたび「中野区みどりの基本計画」 改定の運び

となりました。新しい「中野区みどりの基本計画」 では、 みどりの将来像を『いきいきと人

とみとりが育つまち』と定め、これまでの基本方針を継承しつつ、環境問題の変化や法改正

の動向等を踏まえた施策の見直しを行いました。 重点的に取り組むテ ー マとした「民間活力

の活用によるみどりの拠点の充実」「みどり豊かな回廊の形成推進」「地域にゆかりのあるみ

どりの保全強化」 を中心とし、 一層のみどりの保全と創出を圏ってまいります。

最後となりますが、 計画の改定にあたり、 意見交換会等によりご意見をいただきました区

民の皆さまに厚く御礼申し上げます。 みとりのまちづくりを進めるためには、 区民や事業者

の皆さまと区が協働し、 知恵を出し合いながら取り組んでいく必要があります。 次の世代に

より良い未来をつないでいくため、 一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。

平成31年(201 9年） 1月

中野区長

面井直ノ＼






























































